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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月29日(2011.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明に係るスクータ型車両は、上述した課題を解決するために、請求項１に記載した
ように、略水平に前傾し、且つその中心軸が車両の進行方向に沿って配置されたシリンダ
アッセンブリを有するエンジン本体とこのエンジン本体の一側から後方に延びてその後端
に後輪を軸支する伝動ケースとを一体的に備え、車体フレームにスイング自在に枢着され
、且つクッションユニットにより前記車体フレームに弾性的に支持されたユニットスイン
グ型エンジンと、前記シリンダアッセンブリの吸気ポートに接続されるスロットルボディ
とこのスロットルボディに接続されるエアクリーナと燃料噴射手段とこの燃料噴射手段の
燃料噴射量を制御するコントローラとを有する燃料噴射式の吸気装置と、前記ユニットス
イング型エンジンの上方に配置された収納ボックスとを備えたスクータ型車両において、
車両側面視、前記クッションユニットを最も圧縮した状態での前記エンジン本体の最も高
い位置と前記エアクリーナ上部とを結ぶ線Ｘ´－Ｘ´と略平行になるように前記収納ボッ
クス底を形成すると共に、前記スロットルボディの頂部と前記線Ｘ´－Ｘ´とが交差した
ことを特徴とするものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
略水平に前傾し、且つその中心軸が車両の進行方向に沿って配置されたシリンダアッセン
ブリを有するエンジン本体とこのエンジン本体の一側から後方に延びてその後端に後輪を
軸支する伝動ケースとを一体的に備え、車体フレームにスイング自在に枢着され、且つク
ッションユニットにより前記車体フレームに弾性的に支持されたユニットスイング型エン
ジンと、
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　前記シリンダアッセンブリの吸気ポートに接続されるスロットルボディとこのスロット
ルボディに接続されるエアクリーナと燃料噴射手段とこの燃料噴射手段の燃料噴射量を制
御するコントローラとを有する燃料噴射式の吸気装置と、
　前記ユニットスイング型エンジンの上方に配置された収納ボックスとを備えたスクータ
型車両において、
　車両側面視、前記クッションユニットを最も圧縮した状態での前記エンジン本体の最も
高い位置と前記エアクリーナ上部とを結ぶ線Ｘ´－Ｘ´と略平行になるように前記収納ボ
ックス底を形成すると共に、前記スロットルボディの頂部と前記線Ｘ´－Ｘ´とが交差し
たことを特徴とするスクータ型車両。
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